
防 虫 科 学 節 39 巻-TI

文 献

1)鈴木荘 :柁生動物.19,98(1968).

2)Yasutomi,K.:Jab.).SanfL.Zoot.,21,41

(1970).

3)WHOTechnicalReportScrips.413,73(1970).

SummzLry

ThepresentpaperdealswiththeresultsoI

experimentsontheorganophosphorusresistant

ColonyofCutexbl'〆ens♪aZLcnscollectedfrom

AmagasakiCity,Hy6goPrefecturein1971.
Theresistancetestswerecarriedoutonthe

firstlaboratorygcncrationbymeansoEWHO

methodtotheearly4thinstarlarvae.

TheselarvaeshowedLCMValuesof24.7times

thenormaltoがchloryos.33.2limestomala･

thlLOn,42.2timestodiazinon,83.8timesto
lcnitrothion,85.7timestofcnthion,416.7times

toAbateand1.800timestoDowc0-214,butthey

werestillsusceptibletopyrethroids.

TheResistantIJe▼eltoSe▼eralInsecticidesoftheEFousefliescollectedfrom Garbage

DumpingPlacesinTokyo. AkiEumi HAyAsIIIandRokuroKANOU(LaboratoryofMedical

Zoology,TokyoMedical&DentalUniversity)ReceivedMarch25,1974.Boiyu-Kagaku,39,

61,1974.(withEnglishSummary62)

10. 東京都下 ゴミ処理場のイエバエの殺虫剤抵抗性について 林 見史.加納六郎 侠 京医科
鯛科大学医動物学教宴) 49.3.25受理

砂利穴を利用した羽村町のゴミ処理場で荊滞発生したイエバエの対井の1=め柔2出刑拡抗性を調査
した結果.malathion,sumithionに紙抗性が発遜していること. 約3カJlの李‡由利のnMJ'で急速

に抵抗性の発適すろことが明らかになっ1:.

現在.宋石く都田多摩郡羽村町の砂利採取場の砂利穴

にF.TJ辺市町 (群'J穂町,-77桁市.福生Tli)のゴミ.その

他の鵬焚物を投兜し,1g!立作某が純けられている.こ
の地域がハエの発生時糊には大発抑となり.イエバエ

の邦'ILi'I発生を芯超し,周辺氏家に飛来侵入して公告閃

鐙となっている.

この対許として,殺虫剤の散布が計所され.その選

択に際して基礎実験を行ない,この結果にもとすいて

作業を実施して充分な効果が狩られ,また,興味ある

知見を得たので報告する.

木文に入るに際し,種々抑助言をいただいた名古屋

大学名群教授弥宵百三博士,実験に協力された当研究

範の綜永田博士および甘日出正美研究員,採共その他

について抑tit.邪･いただいた関係市町の各位に御礼巾し
上げる.

実験材料および方法

供試薬剤 実験に位mLT:殺虫剤は Sumithion(純

皮98.7%),malathion(純IR95.5,%).DDVP(純度

97.6%),Baytex(純度99.2,06).Pyrethrjnsおよび

allethrinの7樫額である.

供試昆虫 実験に使用したイエバエ Muscadomc･

sEl'caLinni,1758は昭和48年6月21日に羽村町のゴ

ミ処封!EAで採袋した羽村 (I)と夏期に殺虫剤を散布

し,同じ1卯gfで10月18Elに托Lfル た羽村 (I)および

m和･48咋5J]23r]に小_Att節付沖村のゴミ処刑場で採処
した母t:さ系の3コ｡ニーであろ.なお.感受性の比較

のために当研兜範で糾 ℃飼Tf申の四隅系イエバエをm

いた.

実験方法 イエバエ成血での実験は皿'IlYの局所舶用

法によった.災験はtJt試水剤をアセトンで稀釈し.敬
血旺射抑によりイエバエ雌成虫の胸部門板部に0.5fJl

あて処甥して24時間後に致死率を観察,これよりLD50

値を求めた.

幼虫に対する実験は24時間浸所法によった.実験は

供試薬剤を所定濃度に稀釈し. これを腰高 シャーレ

(直径9.0cmx高さ5.0cm)に5mLあて入れ.その

巾に終令幼虫を放別して24時間後の致死率を税賂

LCBOmを求めた.

実験括果および考察

実験の約凪 成dlに対するLD50促Ⅰは衣1に,幼虫

に対するLC8｡伯は表2に記職した如くである.

羽村 (Ⅰ)は計画的な殺虫剤散布を実施する以前の

個体群で羽村 (Ⅰ)はハエの発生期間中に DDVP剤,

diazinon剤を多量に散布し,効果をあげた後に羽村

(I)と同じ場所で採瑛した個体群である.

ゴミ処理場への殺虫剤の散布は約3カ月であるが
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Table1. LD丘｡Valuesof7insecticidesto3coloniesofthehouseflies

collectedfromgarabagedumpingplaces.

Insecticides LD丘.(FL富/Fly)

Hamura(Ⅰ) Hamura川 ) Hahajima Takatsuki

sumithion 0.819
diazinon 0.278
malathion 129.953

DDVP 0.193

Baytex 0.483

pyrethrins 0.322
allethrin 1.546

2.389 0.811
1.856 0.602
250.0 95.529

0.184 0.214
0.854 0.866

0.345 0.491
0.837 1.192
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Table2. LC6.Valuesof5insecticidesto2coloniesofthehouseflylarvae.

Insecticides LC60(ppm)
Hamura(I) Hamura川 ) Takatsuki

sumithion 21.363

diazinon 35.602
malathion 301.204
DDVP 3.448

Baytex 4.901

64.221 1.190

57.405 1.150
233.644 4.760
9.746 0.970
9.090 0.387

DDVPとpyrethrins,a11ethrinを除いて感受性は田

老に低下した.Sumithionでは殺虫剤の散布前に比

較して約31乱 diazinonでは約6倍,malathionでは

約2伯の拡抗性の増大が認められた. ことに.mala･

thionの129FLgが259FLgと増大したことは交差抵抗

性の両で粥昧ぶかい.以上の結果から,この地域の今

後の馴除対i掛こは DDVPと Baytexが適当ではない

かと考えられる.

母由では現在まで調査報告がなく.殺虫剤の散布度

も明確ではない.したがって,本報告のデーターは今

後の研究にft韮なものである.Malathionに対して

は父島系の4.852FLgl)に比較して95.52FLgと強い抵

抗性をしめす点は興味ぶかい.また,sumithionでは

父島の1.237FLgに比較して0.811FEgで特に強いとは

いえない. しかし.高槻系の0.089FLgに比較して抵

抗性が発遜しているといえる.今後,この地域での殺

山剤の倣抑 ま羽村町の前例にしたがい,DDVP,dia-

zinonの倣布.次の段階では DDVP,Baytexとい

う如く計画I-&布を災触することが好ましい.

幼虫での火映結氷は衣2に記司式t./T=如くである.羽

村系は高槻系に比佼して,いずれの殻出剤についても
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払い抵抗性をしめした.とくに,malatllion,diazinon

において顕著であった. また,第2回目の調査では
malathionを除いて抵抗性の水準があがった.

抵抗性の発適は,ある一定の水郷に遜するとその後

の発達は急速である.特に,交差抵抗性のある切合は

疏著である.

以上の実験から殻虫剤の散布は符に?A;礎実験を行な

い,その結果にもとずいて計画散布を行なうことが必

要であると考える.
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Summary

TheLD50Valuesof3coloniesoEhouscflics

collectedinTokyoareshowninTable1.There

wasnocolony susceptible to malathion and

sumithion,whereasalltlleCOloniestestedwere

susceptibletoDDVPandpyrethrinS.


